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ＩＰＯ後に株価低迷する企業に求められる施策 

  

 日本経済の発展にとって新たな成長企業の登場は重要な要素の一つです。そのために

も成長資金を提供する株式市場に積極的に成長を指向する企業がＩＰＯを行い、運用ニ

ーズのある投資家のリスクマネーを呼び込みながら成長を遂げていくのは理想的な姿

だろうと思われます。昨年の８３社に続き今年も２７社が既にＩＰＯを果たしています

が、３６００社余りの既存上場企業がある市場に対して何らかの理由で上場を廃止する

企業もあれば新たな株式を上場させる企業もあって、新陳代謝が図られることは正常な

姿と言えます。株価は事業の栄枯盛衰を反映して変動を繰り返しており、投資家は中・

長期投資だろうと短期投資だろうと業績や市場環境に絶えず関心を寄せながら運用す

るのが常です。上場を果たして投資家にも評価されて株価が上昇するケースもあれば、

なかなか投資家に評価されずに、むしろ見切り売りに見舞われ低迷するケースもありま

すが、後者の場合においてＩＲの視点では認知度向上のためにより積極的なメッセージ

を投資家に発信する必要があります。 

 上場した以上は成長指向であることが求められるのは当然で、そうした視点がなく取

り敢えず上場したが、後は野となれ山となれではリスクテイクした投資家は浮かばれま

せん。一般的にマザーズに上場した企業はより積極的な成長策を図るとの期待が高く、

ＪＡＳＤＡＱや東証２部銘柄は安定した業績進捗を図ろうとする企業イメージがあり

ます。また、一定以上の事業規模を備えて、いきなり東証１部に上場を果たす企業もあ

りますが、これは既にビジネスが完成され、洗練されての上場で、中には再上場の場合

もあります。時価総額も数百億円規模で安定した業績を上げられるだけの実績を持つ、

市場の認知度も高い銘柄が大半です。 

 念願のＩＰＯを実現させた後、経営者は自社の株価の推移が気になるかも知れません。

株価は経営状況を映す鏡でもあり、その株価がＩＰＯ後に低迷していればその原因を追

究し、それがＩＲ不足によるものであれば大至急、次の一手を打つ必要があります。多

くのＩＰＯしたての企業の株価は成長期待からプレミアムがついているケースが大半

ですが、中には長期にわたり低迷が続く場合があります。それが初値だけでなく公開価

格を大幅に下回っている場合にはそのＩＰＯ自体が全否定されているぐらいに憂慮し

ないとなりません。筆者は先般２０１６年以降のＩＰＯ銘柄について株価をチェック致

しましたが、ＩＰＯ後に株価上昇傾向が続く企業とは反対に低迷傾向が見られる以下の

ような企業についても、ぜひ投資家の期待に応えるべく、業績の向上を図るとともにこ

の際、積極的にＩＲに努めて頂きたいと考えております。 

【２０１６年ＩＰＯ銘柄で株価低迷傾向が見られる１０銘柄】 

１．グローバルグループ（６１８９・マザーズ）上場日３月１８日 保育園事業 

公開価格２０００円 初値３２００円 高値３６５５円 安値１５６６円  

時価１６３０円 今期経常利益が１０．４億円と大幅減益が見込まれる中で株価下落 
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２．フェニックスバイオ（６１９０・マザーズ）上場日３月１８日 ＰＸＢマウス 

公開価格２４００円 初値２３５０円 高値３７７５円 安値１４７５円  

時価１５８５円 業績下振れで株価低迷中だが業績は増益基調。時価総額４６億円。 

３．やまみ（２８２０・ＪＱ）上場日６月１７日 豆腐製造販売 

公開価格１６９０円 初値１７５１円 高値１７９３円 安値１３７１円 

時価１６８３円 地味な業態との印象からか上場後の株価の推移は穏健。 

４．バーチャレクスコンサルティング（６１９３・マザーズ）上場日６月２３日 ＩＴ 

公開価格１０９０円 初値１２３５円 高値１９８６円 安値７６４円 

時価７９４円 ３月期決算を下方修正して以来株価低迷、本日最安値をつける。無配。 

５．コメダホールディングス（３５４３・東証１部）上場日６月２９日 珈琲チェーン 

公開価格１９６０円 初値１８６７円 高値２００２円 安値１５５５円 

時価１７９４円 業績は底堅く連続増益続くが上場後の株価は穏健なまま推移。 

６．デファクトスタンダード（３５４５・マザーズ）上場日８月３１日 リユース 

公開価格１６３０円 初値２３００円 高値２３８０円 安値１２４５円 

時価１４８１円 ＢＥＥＮＯＳ子会社 １Ｑの進捗率低く株価低迷。無借金経営。 

７．ベイカレントコンサルティング（６５３２・マザーズ）上場日９月２日 ＩＴ 

公開価格２１００円 初値１９６３円 高値１９９９円 安値８０８円 

時価１２４１円 上場後３か月で通期業績を大幅下方修正し株価急落、その後持ち直す 

８．アイモバイル（６５３５・マザーズ）上場日１０月２７日 広告配信ネットワーク 

公開価格１３２０円 初値１２８０円 高値１２９７円 安値８８８円 

時価１００６円 今期小幅増益見通しで株価は公開初値から３割下落し反転  

９．バロックジャパンリミテッド（３５４８・東証１部）上場日１１月１日 女性衣料 

公開価格２０００円 初値１９００円 高値１９０３円 安値１１９８円 

時価１２２２円 前１月期の業績下方修正が尾を引き株価は低迷するが見直しの余地 

１０．船場（６５４０・東証２部）上場日１２月１９日 商業施設の企画・設計・施工 

公開価格１２９０円 初値１１９３円 高値１２９４円 安値１０４３円  

時価１１９１円 前１２月期業績上方修正ながら今期高水準横ばいで株価は反応薄 
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